
数学Ｂ ベクトルと空間図形 ( )年( )組( )番( )
く うかん ず け い

位置ベクトル
い ち

空間 上で点 O を基準とし，任意の点 Pに対してベクトル p ＝ OP がただ一つ定まる。
く うか んじょ う てん きじ ゅん に ん い て ん たい ひ と さだ

p を点 Oを基準とする点 P の( )という。
て ん きじ ゅん てん

pまた，点 P の位置ベクトルが p であることを P ( ) と表 す。
てん い ち あらわ

平面 上の場合と同様に，次のことが成り立つ。
へ いめ んじょ う ば あい ど うよう つ ぎ な た

AB と位置ベクトル
い ち

a , b A
2点 A ( ) B ( ) に対して a
て ん たい

b － a
O

AB ＝ b － a B
b

内分点の位置ベクトル
ない ぶんて ん い ち

a , b2点 A ( ) B ( ) を結ぶ線分 AB を m：nに内分する点 P の位置ベクトルは
て ん むす せんぶ ん ない ぶん てん い ち

a ＋ b
p ＝ 特に中 点の位置ベクトルは

と く ちゅ うてん い ち

外分点の位置ベクトル
がい ぶんて ん い ち

a , b2点 A ( ) B ( ) を結ぶ線分 AB を m：nに外分する点 P の位置ベクトルは
て ん むす せんぶ ん がい ぶん てん い ち

a ＋ b
p ＝

重 心の位置ベクトル
じゅう しん い ち

a , b , c3点 A ( ) B ( ) C ( )を頂 点とする△ABCの重 心 G の位置ベクトルは
て ん ちょう てん じゅう しん い ち

a ＋ b ＋ c
g ＝

問題 A 四面体 OABC の辺 OA, AB, BC, OCの 中点を，それぞれ K, L, M, N とする。
し めん たい へ ん ちゅ うて ん

四角形 KLMNが平行四辺形であることを示せ。
し かっけ い へい こう し へん けい し め

O
OA ＝ a , OB ＝ b , OC ＝ c とすると，

OK ＝( ) , OL ＝( ) K N

OM ＝( ) , ON ＝( ) A C

KL ＝( )＝( ) L M

NM ＝( )＝( ) B

KL ＝( )であるから，四角形 KLMN が平行四辺形である。 Q.E.D
し か っけい へ いこ う し へん けい

直線 上の点
ち ょくせ んじ ょう てん

平面上 のベクトルと同様に空間のベクトルでも 3 点 A, B, P が直 線 AB 上にある場合
へい めん じょう ど うよ う くうか ん てん ち ょく せん じょ う ば あ い

AP ＝ k AB となる実数 k が存在する。 AP ＝ k AB となる実数 k が存在するとき，点 P
じ っすう そんざ い じ っすう そんざ い てん

P は 2 点 A, B を通る 直線上 にある。
てん と お ちょ くせん じょう

a // b ならば a ＝ k b になり， a ＝ k b ならば a // b になる。

問題 B OA, OB, OCを 3辺とする平行六面体 OAPB－CQDR において，△ABCの 重心
へ ん へ いこう ろく めんた い じ ゅうし ん

G は線分 OD 上にあることを示せ。
せん ぶん じょ う しめ

OA ＝ a , OB ＝ b , OC ＝ c とすると， B P

O A
OD ＝( ) D

R

OG ＝( ) C Q

よって OG ＝( ) したがって，点 G は線分 OD 上 にある。
てん せんぶ ん じょう

内積の利用
な いせき り よ う

平面上 のベクトルと同様に空間のベクトルでも内積の性質は成り立つ。
へい めん じょう ど うよ う くうか ん ないせ き せい しつ な た

問題 C 正四面体 OABCにおいて，OA⊥ BC をベクトルを用いて証 明せよ。
せい し め んたい も ち し ょう めい

O

OA ＝ a , OB ＝ b , OC ＝ c とすると，

BC ＝( ) A C

OA ・ BC ＝( ・( ))＝( ) B

a ・ b ＝ ( ) , a ・ c ＝ ( )
b ＝ c より， a ・ b ＝( )
よって， OA ・ BC ＝( ) であり，( OA BC ) となる。
したがって，OA⊥ BC になる。 Q.E.D


